
（様式７） 

企画提案書 

１ 学校図書館運営に関する基本的な考え方、理念と港区の学校図書館運営にふさわしい今後の将

来像を記載ください。 

 

学校図書館運営に関する基本的な考え方、理念 

弊社は、長年にわたり日本の教育・科学・文化の発展に貢献してきた知見をもとに、地域や社会に広が

る多様な「まなび」のつながりを育み、幅広い世代のまなびの環境づくりを支援しております。 

知と学びの拠点である図書館の運営にも数多く携わってまいりました。その専門性を生かし、課題解決

のご支援や居心地のよい居場所づくりを運営の基本として、『港区教育ビジョン』をはじめとする港区の

基本理念や計画及び施策、学校図書館法、新学習指導要領等の理解のもと、学校図書館の果たすべき

役割を認識し、港区立小・中学校の学校図書館運営業務を行ってまいります。 

港区の学校図書館運営にふさわしい今後の将来像 

『港区教育推進計画』に示された「夢と生きがいをもち、自ら学び、考え、行動し、未来を創造する子

ども」のめざすべき姿を実現するための基本目標（１）『「知」、「徳」、「体」を育む学びの推進』にあります、

児童・生徒の「主体的・対話的で深い学び」や「主体的・自発的な読書活動」の実現に向けて、学校図書館

の「読書センター機能」、「学習センター機能」、「情報センター機能」の 3 つの機能のさらなる向上と活用

を推進し、メディアセンターを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



企画提案書 

２ 学校図書館運営にあたり、従業員の安定的な勤務環境を整備する取組について記載ください。

学校図書館に適した人材の働きやすい労働環境と処遇 

安定した業務遂行のためには人材の継続的雇用が必須であるという観点から、法令に準じた社会保

険（雇用・健康・介護）への加入、福利厚生制度の適用（書店での書籍購入従業員割引制度）、年休付与、

健康診断実施等、スタッフが安心して業務に従事できる環境作りに注力しています。 

本部図書館サービス関連部門との一体運営による専門性と人的・精神的支援 

 本部の一体体制で、現場の運営を

支援します。本部の統括責任者、業

務担当者が運営体制、業務の進捗

管理、効果的運営、各学校の巡回、

指導、教育委員会、各学校との窓口

等の役割を担います。 

 他館の取り組みや、スタッフの活

躍を共有する機会とツール活用も

行っており、現場間の情報共有や業

務改善へとつなげています。 

強力な本部支援組織 「業務支援チーム」、「テクニカルサポートグループ」 による現場サポート 

コロナ禍等によるスタッフの突発的な休業（療養）や事故による欠員への現場支援として「業務支援チ

ーム」による代替業務体制を取り入れています。 

また、専門的なレファレ

ンス、知識・スキル向上は

「テクニカルサポートグル

ープ」が支援します。 

書籍の選書、整理、図

書館システム、選書システ

ム、電子図書館導入支援

等のサポートは、ベンダー

としての弊社図書館専門

事業部が行います。 

 

弊社独自の「働き方の変革 Project」の推進 

 

 

 

 

 

 処遇改善と労働生産性の向上 

 長時間労働の是正（時間外労働の規制） 

 多様性に対応した働き方の確立や社会保障の整備 

 ワークシェアリング、人材育成のための教育訓練 



企画提案書 

３ 学校図書館司書・学校図書館支援員の業務評価の方法、評価後の指導計画・体制について記載

ください。 

 

PDCA サイクルによる継続的な質・サービスの改善・向上 

 教育委員会、各学校図書館担当教

諭、司書教諭との定例会議にて業務実

施計画及び業務報告の状況確認や、

統括責任者、業務担当者による巡回

時の打合せ（随時）にて業務課題に対

する改善策についてのレビューを行い

ます。 

また、各学校の教職員、児童、生徒

からの直接の評価いただく「ご意見箱」

の設置や「図書館利用に関する満足

度調査」を行います。目標、課題、改善

策については、弊社自ら評価指標を設定してセルフモニタリングにて自己評価を行います。これらの業務

評価は、PDCA サイクルにより継続的な利用者満足度の向上を図ります。 

専門性の確保と維持向上 

弊社独自に作成した「目標課題シート」「スキルアップシート」により、スタッフの育成及びキャリアアッ

プの支援を行っています。また、各種の研修プログラムを整備し、現在と将来の学校図書館のニーズに対

応できる専門性の高いスタッフの育成を行い、業務品質の向上を図ります。 

 

目標課題シートの活用 

恒常的な提供業務の品質の維持・向上や業

務効率の改善には、スタッフの育成が重要で

す。弊社ではスタッフ育成の強化に恒常的に取

り組んでいます。 

 

ニーズの把握
成果の検証
評価・ご意見

改善の
計画案策定

計画事項の
検討・絞り込み

ニーズや
改善点の
反映・実行

改善後の
調査・検証
及び改善

PDCAサイクル
による

目標実現と
継続的な質の向上

教育委員会、
学校と協議の上、
実施案に移行

• 教育委員会、各学校からの評価
• 児童・生徒、教員等のニーズ把握
• 弊社の評価指標によるチェック

〈目標課題シート〉



企画提案書 

４ 学校図書館司書、学校図書館支援員の研修内容、研修体制（採用時研修計画・内容と学校配置

後研修計画・内容）について記載ください。また、社内研修・社外研修どちらの記載もしてく

ださい。 

 

学校司書業務者、学校図書館支援業務者への継続的なスキルアップのための研修体制 

弊社では、業務品質向上に欠かせないスタッフのスキル向上・業務改善を目的として、図書館専門研

修プログラムに基づいて研修を実施します。研修方法は対面だけでなくオンライン遠隔受講、動画配信

研修も取り入れています。 

さらに、独自開発のｅ-Learning システムを整え、対面研修の時間確保が難しいときでも、インターネ

ット環境さえあれば場所や時間を選ばずに受講が可能です。こうした様々な研修形式を通じて、全てのス

タッフに対して公平な学習機会を提供しております。 

 

こどもの想像・創造力を育む育成プログラムのスタッフ研修への導入検討 

弊社と東京学芸大学、NPO 法人こども未来研究所との独自教育メソッドに基づく共同

研究による「こどもの想像・創造力を育む育成プログラム」（ぴっくぱ～んプロジェクト）を

弊社スタッフ研修へ導入することを検討します。 

法令遵守・個人情報保護の徹底 

個人情報保護について、弊社は、プライバシーマーク取得事業者（2006.2 取得、登録

番号 10540023）として、これまで８回の更新を行っており、利用者の個人情報保護を遵

守しています。 

 



企画提案書 

５ 司書教諭、学校図書館担当教諭、学校図書館担当指導主事との連携体制を具体的に記載くださ

い。 

司書教諭、学校図書館担当教諭、教育委員会担当指導主事との連携 

学校司書業務、学校図書館支援業務品質向上には、司書教諭、学校図書館担当教諭、教育委員会学

校図書館担当指導主事と、弊社統括責任者、業務担当者との密な連携体制が必須になります。 

司書教諭、学校図書館担当教諭との連携 

（１）定例会議、定期的な面談 

統括責任者、業務担当者が定期的に各学校を

巡回し、司書教諭、学校図書館担当教諭との定

例会議（毎月）、定期的な打合せ（随時）を行うこ

とで業務状況を把握の上、学校司書業務者など

スタッフへの指導、育成を行います。 

（２）業務実施計画書、業務報告書の提出 

学校の教育方針や図書館運営方針を理解した上で、学

校図書館運営計画の支援を行います。また、業務実施計

画書と計画に基づく実施報告書（年・月）を提出し、定例会

議や定期的な打合せにより進捗状況を共有することで、業

務改善を継続的に行います。 

教育委員会学校図書館担当指導主事との連携と業務報告 

統括責任者、業務担当者は、教育委員会学校図書館担当指導主事との定例会議（毎月）により各学校

の運営状況を報告し、業務進捗状況を評価、点検していただきます。また、教育委員会の方針や改善事

項については、迅速にスタッフへ周知、徹底します。 

危機管理への準備と対応 

学校図書館における安全確保と危機管理は事前の準備と発生した場合の訓練が重要であると考え、

教育委員会、各学校への緊急連絡体制を構築し、以下のとおり危機管理への対応を図ります。 
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1 金
講師打合せ会

日 水
夏制服着用

金 月 1 木 土
冬制服着用

火 木
考査データ入力締切(高2,9時)

答案返却日(高2)
校務運営委員会

1 日
元日

水
中学入試A
(生徒自宅学習) 水

高校卒業式(10時)
土

講師打合せ会

2 土 月

実力テスト(高3特進)
木

小論文テスト
校務運営委員会 土 火 2 金

始業式

日 水 金 2 月

振替休日

木

中学入試A合格発表

中学入試B
(生徒自宅学習)

木

3学期期末考査(中学・高校)
校務運営委員会 日

3 日 火

憲法記念日

金

考査データ入力締切(15時)

日

第1回英検（2次）

水 3 土

進路説明会（高3）
月 木

文化の日

土 3 火 金

入試処理日
中学入試B合格発表

(生徒自宅学習)
金 教職員防火防災避難訓練 月

4 月 水
みどりの日

土
実力テスト (高校，高3特進を除く )

第1回中学校説明会 月
1学期期末考査(中学・高校)

木 4 日 火
日本大学創立記念日

金 日
高校修学旅行(1班)

4 水 土
中学入試C準備

(短縮授業) 土
高校新入生ガイダンス

（生徒自宅学習） 火

5 火

教職員健康診断

木

こどもの日

日

第1回英検（1次）

火 金 5 月 水 土

第3回中学校説明会

第2回高等学校説明会

（生徒自宅学習）

月

　高校修学旅行(2班)
5 木 日

中学入試C
日 水

教職員健康診断

6 水
新学期準備

入学式準備 金 月
確認データ入力締切(12時)

水 土 6 火
実力テスト(高3を除く)

木
教職員会議

日
第2回英検（2次）

火
2学期期末考査(中学・高1・3)

6 金 月
中学入試C合格発表

月 木
新学期準備

入学式準備

7 木
入学式(中学9時30分)
　　　　　(高校13時) 土 火 木

教職員会議
日 7 水 金 月 水 7 土 火 火

考査データ入力締切(中学,9時)

答案返却日(中学) 金
入学式(中学9時30分)
　　　　　(高校13時)

8 金

始業式・対面式・就任式
サイバー犯罪防止講演会

　　　　　　　　　　(中1・高1)
日 水 金 月 8 木

校務運営委員会

土 火

体育祭(高3を除く)
木

実力テスト(中学)
8 日 水

実力テスト(中学)
水

成績データ入力締切(中学,9時)

土

始業式・対面式・就任式

9 土 月 木

生徒会正副会長選挙

教職員会議 土

考査処理日

火 9 金

実力テスト(高3特進)
日

第2回英検（1次）

水

体育祭(高3を除く)
金 9 月

成人の日

木

高校一般入試準備

(短縮授業)
校務運営委員会

木

考査処理日

日

10 日 火

体育祭(高3)
金 日 水 10 土

実力テスト(高3特進)
月

スポーツの日

木

校務運営委員会

土 帰国生・国際生入試準備 10 火

始業式

金

高校一般入試A
(生徒自宅学習) 金

考査データ入力締切(高校,9時)

答案返却日(高校)
成績データ確認(中学)

月

11 月

実力テスト

校務運営委員会 水

体育祭予備日(高3)
土

卒業生による進路説明会(高2)

月

考査データ入力締切(9時)

答案返却日 木

山の日

11 日 火

2学期中間考査(中学,高1・2)

金 日

帰国生・国際生入試

11 水 土

建国記念の日

中学新入生ガイダンス 土

成績データ入力締切(高校,9時)

成績資料作成(中学)
　　　　春期講習（高1・2）

火

12 火 木
校務運営委員会

日 火
成績データ入力締切(9時)

実力テスト(高1・2特進) 金 12 月 水 土 月
考査処理日

高校海外研修(高2SG) 12 木 日
高校一般入試B

日 水

13 水
尿検査(第1回)

金 月 水
成績データ確認

土 13 火 木
実力テスト (中学)

日 火
考査データ入力締切(9時)
答案返却日 13 金 月

入試処理日

(生徒自宅学習) 月
成績データ確認(高校)

木

14 木

生徒健康診断(男子)
教職員会議 土 火 木

成績資料作成

日 14 水 金 月 水

成績データ入力締切(9時)
　　冬期講習（中3） 14 土 火 火

中学卒業判定会議

進級判定会議(中学)
成績資料作成(高校)

金

15 金

生徒健康診断(女子)
日 水 金 月 15 木

桜苑祭準備

（授業3限まで）

教職員会議

土 火 木

成績データ確認

15 日 水 水

進級判定会議(高校)
教職員会議

中学国内研修(中1GL)
土

16 土 月 木

生徒総会

土

保護者懇談会①

日本大学進学相談会

　　　海外英語研修(短期)

火 16 金

桜苑祭準備

日

中学海外研修(中2GL)
　中学海外研修(中3GL) 水 金

成績資料作成

16 月 木

教職員会議

木

　新年度準備

日

17 日 火

実力テスト (高3特進)
金

芸術鑑賞教室(中学，高3)
日 水

夏期特別講習（高3）
17 土

桜苑祭

月 木

教職員会議

土

高校卒業判定予備会議

中3進学会議

教職員会議

17 火 金

全校マラソン大会

金

　中学校卒業式予行・準備

月

18 月 水
尿検査(第3回)

土
オープンスクール

(生徒自宅学習) 月
海の日

木 18 日
桜苑祭

火
　中学国内研修(中2NS)
　　実力テスト(高3特進) 金 日 18 水

実力テスト (高1・2特進)
土

英語スピーチコンテスト(中2)

実力テスト(高2総進) 土
中学校卒業式(10時)

火

19 火

基礎学力到達度テスト準備

木

部活動調査

教職員会議

教育実習ガイダンス

日 火

保護者懇談会②

日本大学進学相談会 金 19 月

敬老の日

桜苑祭後片付け

基礎学力到達度テスト準備

水 土 月

保護者懇談会(高3を除く)
19 木

校務運営委員会

日

第3回英検（2次）

日 水

20 水
基礎学力到達度テスト(高1・2)

生徒自宅学習(中学・高3) 金 月 水
終業式

土 20 火
振替休日(9/18)

木 日
実力テスト(高3特進 :外部)

火
終業式

20 金 月
実力テスト (高2総進)

月
終業式

木

21 木

基礎学力到達度テスト(高3)

生徒自宅学習(高1・2) 土 火 木
高校夏期講習（前期）

日 21 水
振替休日(9/19)

金
考査データ入力締切(15時)

月 水
スキー・スノーボード教室

21 土
高校推薦入試準備

(短縮授業) 火 火
春分の日

金

22 金 日 水

芸術鑑賞教室(高1)
金 月 22 木

基礎学力到達度テスト(高3)

(中学，高1・2自宅学習) 土

第2回中学校説明会

第1回高等学校説明会

（生徒自宅学習）

火 木 22 日

第3回英検（1次）

水 水

新年度準備

土

23 土
保護者懇談会(※)
(中学，高1・2自宅学習） 月

教育実習
木

芸術鑑賞教室(高2)
土 火

高校特進合宿(高1)
23 金

秋分の日
日 水

勤労感謝の日
金 23 月

高校推薦入試
木

天皇誕生日
木

新年度準備
日

24 日 火
1学期中間考査(中学・高校)

金 日 水 24 土 月
確認データ入力締切(12時)

木
2学期期末考査(高2)
ICT・AL研究授業 土 24 火 金 金

新年度準備
月

25 月 水 土 月 木 25 日
高校海外研修(高1SG)

火
中学海外研修(中3NS)

金 日 25 水 土 土 火

26 火

尿検査(第2回)
木

実力テスト (中学)
日 火

林間学校(中1)
　高校夏期講習（後期） 金 26 月 水 土

第4回中学校説明会

第3回高等学校説明会

（生徒自宅学習）

月 26 木

高校卒業判定会議

教職員会議 日 日 水

27 水 金
薬物乱用防止講演会(高1)

月 水 土 27 火 木
　文理適性検査（高1）

日 火 27 金 月 月 木

28 木 土 火 木 日 28 水 金 月 水 28 土 火
予餞式・謝恩式

卒業式予行・準備 火 金

29 金
昭和の日

日 水 金 月 29 木
校務運営委員会

土 火 木 29 日 水 土
昭和の日

30 土
実力テスト (高3特進)

月
実力テスト (高3総進)

木
校務運営委員会

土
年次電気点検

(終日停電) 火 30 金 日 水 金 30 月 木 日

31 火 日 水 31 月 土 31 火
中学入試A準備

(短縮授業) 金

医療系大学進学講座① 医療系大学進学講座② 医療系大学進学講座③ 三者面談（高3）
生徒による授業評価アンケート

防災避難訓練 進路相談

音楽コンクール(中1)
卒業前教育（高3）
書写展（中学）

美術作品展

4　月10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月

新入生歓迎会(VTR)
防災避難訓練

※進路説明会（高3）
※サイバー犯罪防止講演会

生徒理解のためのアンケート

《第１学期》 《第２学期》 《第３学期》 【令和5年度】

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月

付属資料2

千葉商科⼤学付属図書館　業務予定表
＜2019年度＞ ※特記事項のみ

⽬標 実績 実施時期 3⽉ 4⽉
発注手配 秋学期分の確認

コーナー設置、サイン変更 優先して受入処理を実行中 大学院シラバス確認中 大学院シラバスの確認終了

旅行ガイド、資格検定本、就職活動などの実用書を中心に適切な選定をおこなう

　職員様との協議（各社電子書籍のトライアル実施）

マイナビ2021就活BOOK 購入 SDGsに関する電子書籍購入 就活に関する電子書籍購入

夏季休暇期間長期貸出（春期のシュミレーションを行う） 職員様へ春季長期貸出について実施可否の確認 PR開始 実施（予定）

ツール作成開始

ＰＲ開始 7/22～長期貸出開始 春季実施要項提出 12/10～長期貸出開始 1/27～春季長期貸出開始

学生団体への周知開始

立体モデル、写真部展示 茶道体験会 文芸部展示 七夕装飾 　

各団体の新入生歓迎ブースへ周知活動 学生自治会執行委員会 大学院展示 国際センター展示①② 立体モデル展示 LINK関連展示

館内貸出手順案作成 情報基盤センター移転、連携強化

4/1～ノートPC・iPad館内貸出業務開始

3/12　職員様へ運用案提出 4月：PC5台貸出 移転案内ポスター作成

6/18臨時号 10/28臨時号

マルチスペース展示と茶道体験会のポスター 6/19上映会とマルチスペースイベント情報のポスター掲示依頼 10/2・10/23上映会のポスター掲示依頼

登録会 出張登録会：5 or 6月（予定） 準備開始 広報開始 見学会（予定）

44名
⾒学会
43名 広報開始 9/14見学会（19名） 10/12（延期） 11/16見学会（24名）

開催日・時間検討 広報開始 実施 実施 実施

企画 ポスター作成 10/24ゲームイベント（7名） 12/5商大BOOK TALK（5名）

開催日・時間検討 広報開始 実施 実施 開催日・時間検討 広報開始 実施 実施

　3/15実施計画提示 広報物作成 広報物作成

5/22「断崖」6名 6/26「KUBO」3名 企画 ポスター作成 10/15・18「シャレード」（7名）　11/12・16「帰ってきたヒトラー」（27名）

　院生ツアー（4/6） 　研究基礎・入門（4/9～6/3：54件） 振り返りとコンテンツ変更 秋学期入学院生向けツアー予定 次年度ツアー準備

院生4/6修士・博士：25名、会計：F80名 春学期実施報告 9/20秋学期入学及び交換留学生ツアー（13名）

受付件数 日経テレコンアクセスフリー他 7/1～5聞蔵Ⅱ・ヨミダス歴史館アクセス増 11/13～12/20聞蔵Ⅱ・ヨミダス歴史館アクセス増

47件 5/7～7/6日経テレコンアクセスフリー 10/25～12/24日経テレコンアクセスフリー

達成率
94% 4月：6件 5月：13件 6月：14件 7月：4件 振り返りと春学期実施報告 10月：2件 11月：1件 12月：5件 1月：2件

4・5月「図書館へようこそ！」　5月ポスター差し替え 7月「書評コンテスト①」 9・10月「SDGｓ②」 11月「お星さまからのお返事」 12月・1月「BUSINESS TREND2019」

6月「レポートをサポート」 7・8月「SDGs①」+書評コンテスト 10・11月「商大教員がすすめる青春の1冊」 2・3月「キーワードから拡がる読書」

準備開始 課題本展示開始 特集展示① 特集展示② 応募締切 Ｗｅｂ発表 授賞式 授賞作Ｗｅｂ公開

案内冊子作成 案内冊子配布開始 8/1～募集開始 9/30応募締切 10/28一次審査終了 11/15二次審査 12/4表彰式 2/3Web公開

開架68千冊、B1和雑誌（カレント）20千冊、（製本）9千冊 未処理分（8・9月作業分）の点検予定

開架終了 貴重図書室作業終了 和雑誌作業開始

処理手順を職員様と打合せの上決定する

公開予定 6/27(株)ブックエコ資料引取り 公開予定

2/14(株)ブックエコ資料引取り予定

5/20～5/31除却本公開（延べ23名） 6/10処理手順提示 7/24より除却作業開始 除却本公開1/20～1/31（除却本引取り 25人 404冊）

リストのデータ化完成

秋学期配布用データ入力完了 リスト配布予定（24名） 11/11(商経)石毛雅章先生引取り 2月中旬松尾先生資料引取り予定

卒業生対応 卒業生対応

長期延滞図書の除却処理（1人4冊）

情報共有と進捗報告

キックオフ マネジメント① 目録・雑誌初級　英会話 アンガーマネジメント NACSIS-CAT/ILL マネジメント② 資料補修 資料補修

リーダー研修（1名） 初任者研修（2名） 機関リポジトリ研修（2名） CAT2020研修（2名） 他大学見学（2名） リーダー研修（1名） 個人情報保護研修（全員）

20% 40% 60% 70%

予算執⾏
（施設設備費） 執⾏額

40% 60% 90%

予算執⾏
（消耗品）

第1回発注 第2回発注

今年度終了

製本雑誌準備 ①5/10搬 6/24納品 登録、配架済み ②7/31搬出 10/10納品 登録、配架済み

委員会へ提案 アンケート配布 回収～集計 集計完了 委員会への提出

5/20 委員会でアンケート実施を承認 7/9～7/31 和雑誌アンケート実施 回収・集計→委員会への提出

春学期開始 　 秋学期開始

　特別講座実施

5月：20件 6月：27件 7/1・3公開講座 7・8月：23件 10/28・30卒論セミナー 10月：14件 11/25・27レポ論講座 11月：18件 12月：19件 1月：3件

国会図書館へ利用申請 PC配置、周知 運用開始

規定改定案、内規案の審議

利用申請受付・通信環境確認 開始準備 PC配置、各種広報開始 9/23運用開始 利用マニュアル設置

教員宛メルマ
ガ配信（⽉
1回︓継
続）

蔵書点検
点検記録作成

¥10,000,000 ¥5,560,117

（未確定分・発注未納分含む）︓

個研費図書の
適正管理

各回
5名

実績

通年

各回
20名

43名
5・6・10・11
⽉予定

通年 22.1%

通年

50件

55.6%

8〜9⽉

通年

12⽉5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 10⽉ 11⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉9⽉4⽉

4〜10⽉

通年

通年

和雑誌アンケート 5〜9⽉

雑誌製本 年間2回 2回

実施

80.7%

94.2%

予算︓
¥30,938,452

¥24,952,954

予算︓

通年

¥30,546,241

通年

98.7%

⾒学会
9⽉予定

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
実
施

5〜12⽉書評コンテスト

電⼦書籍の選定 5〜1⽉

4〜6⽉

10・11・12⽉
予定

通年

資
料
・
情
報
の
提
供
⽀
援 春季休暇⻑期貸出

マルチスペースの有効活⽤
井⽥毅記念セミナールーム
の周知と利活⽤促進

ノートPC貸出業務の継続と
利活⽤の促進

図書館ツアー

上映会

1⽉〜

⾒学会
25名

通年

その他
内務取組

年
度
計
画
⽅
針
遂
⾏
に
向
け
た
具
体
策

業
務
品
質

向
上
施
策

督促（閲覧）

各特集展は
計画書を
参照

市川駅南図
書館

相互案内

図
書
館
広
報

そ
の
他
の
取
組

図書館活⽤塾

特集展⽰

市川市⺠向け
⼤学図書館⾒学会
駅南出張登録会

場
と
機
材
設
備
の

提
供
⽀
援

シラバスコーナー（教科書・
参考書）の新設

ブックトーク

週例会（継続）
進捗報告・情報共有

スタッフ研修

¥3,312,557

除却上限⾦額

多様な情報発信

通年

12名

その他
共通取組

相談件数
124件

計画除却
※汚破損の図書除却も含

む
通年

通年

通年

4⽉〜7⽉
10⽉〜1⽉

ライティングサポートセン
ターの周知と利活⽤の推

進

国会図書館デジタル化資
料送信サービス（閲覧）

の導⼊

¥60,954,591

¥57,415,574

執⾏額（報告⽉末⽀払確定分）︓

執⾏額（報告⽉末⽀払確定分）︓

除却上限⾦額 実績

¥15,000,000

【凡例】

予定

実績 ポイント

開始

終了

〈情報リテラシー講習会〉 
（GIGA スクール構想） 

〈児童生徒・教員向け 
ブックリスト（日本語・英語）〉 

〈危機管理マニュアル〉 

〈年間業務計画書〉 

〈緊急時対応の体制の構築〉 

 緊急連絡網の構築 

 緊急時対応マニュアル 

 定期的な訓練の実施 

 児童、生徒への周知 



企画提案書 

６ 港区立図書館と港区立学校図書館との連携についての考えを記載ください。 

港区立図書館との連携によりメディアセンターとしての港区立学校図書館を目指します 

 港区立図書館サービス推進計画の基本目標２では「子どもから成人に至るステップに応じた読書活

動の推進」の中で、「学校教育と連携したメディアリテラシーの育成、中高生対象の読書の関心を高め

るための事業など、子どもから成人に至るステップに応じたサービスの充実」がうたわれています。ま

た、基本目標４の施策（１）にて学校図書館の支援推進が示されております。弊社では生涯を通じた学び

のステップの中で、小学生、中学生段階への読書支援活動を港区立図書館と一体になって行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港区立図書館との読書活動推進に向けた連携事業 

（１）地域の「まちたんけん」や「図書館見学」 

港区立図書館に協力いただき、「まちたんけん」で公共図書館を訪問し、普段開

放していない場所の見学等、図書館を身近に感じてもらう事業を行います。 

 

 

 

 

（２）港区立図書館との連携によるブックリスト作成 

港区立図書館と連携し、協働にて読書率が低くなる YA 世代の読書

推進につながる「中学生がえらんだイチオシ本」を作成、展示します。 

（３）家読の推進 

港区立図書館との連携の取り組みとして、「家読（うちどく）」を推進します。学校図

書館では「家読」におすすめの本の紹介を港区立図書館と連携して行い、その成果物

として「家読」で読まれた本の感想を、学校図書館や港区立図書館に掲示します。 

（４）メディアセンターとしての学校図書館 

港区立図書館とのシステム連携を図りながら、弊社選書発注支援システム「KNOWLEDGE 

WORKER」（参考資料）の導入や、GIGAスクール構想、STEAM教育につながる電子図書館システム

「eBook Library」（参考資料）の導入を提案します。 

【図書館を使った調べる学習コンクール】 

港区立図書館との連携にて、課題のテーマの見つけ方、
調べ方、まとめ方等のオリエンテーションや出張授業に協
力をいただきます。 

〈中学生がえらんだイチオシ本 ブックリスト・展示〉

【港区立図書館との連携事業】 

・中高生書評合戦 
・ビブリオバトル ・ブックトーク 
・読書感想文の書き方講座 
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